
詩吟教本 
(天の巻） 
２、    赤間が関舟中の作       伊形霊雨（いがた れいう） 
３、    青の洞門           網谷一才（あみたに いっさい） 
４、    青葉の笛           松口月城（まつぐち げつじょう） 
５、    阿部野            広瀬旭荘（ひろせ きょくそう） 
５５、   暁に発す           月田蒙斎（つきた もうさい） 
６、    生田に宿す          菅 茶山（かん ちゃざん） 
７、    岩崎谷の洞に題す       杉 聴雨（すぎ ちょうう） 
８、    潮来の夕           角光嘯堂（かくみつ しょうどう） 
９、    逸題             勝 海舟（かつ かいしゅう） 
１０、   逸題             篠原国幹（しのはら くにもと） 
１１、   逸題             山内容堂（やまのうち ようどう） 
１２、   稲叢懐古           太宰春台（だざい しゅんだい） 
１３、   古に擬す           河野鉄兜（こうの てつとう） 
１４、   烏衣巷            劉 禹錫（りゅう うしゃく） 
１５、   烏江亭に題す         杜  牧（とぼく） 
１６、   雨後登楼           釈 絶海（しゃく ぜっかい） 
１７、   海に泛ぶ           王 守仁（おう しゅじん） 
１８、   越中覧古           李  白（りはく） 
１９、   宴に侍して恭しく賦す     元田東野（もとだ とうや） 
２０、   江戸各裏雑詩         頼 杏坪（らい きょうへい） 
２１、   易水送別           駱 賓王（らく ひんのう） 
２２、   遠山             欧陽 修（おうよう しゅう） 
２３、   埃及懐古           塩谷節山（しおのや せつざん） 
２４、   汪倫に贈る          李  白（りはく） 
２５、   桜祠に遊ぶ          広瀬旭荘（ひろせ きょくそう） 
２６、   太田道灌蓑を借るの図に題す  作者不詳 
２７、   親を夢む           細井平洲（ほそい へいしゅう） 
２８、   勧学             木戸孝允（きど たかよし） 
２９、   海南行            細川頼之（ほそかわ よりゆき） 
３０、   春日山懐古          大槻磐渓（おおつき ばんけい） 
３１、   華燭の詩           本宮三香（もとみや さんこう） 
３２、   家兄に寄せて志を言う     広瀬武夫（ひろせ たけお） 
３３、   河内路上           菊池渓琴（きくち けいきん） 
３４、   佳賓好主           佐藤一斉（さとう いっさい） 



３５、   峨眉山月の歌         李  白（りはく） 
３６、   凱旋             乃木希典（のぎ まれすけ） 
３７、   感有り            山崎闇斎（やまざき あんさい） 
３８、   寒梅             新島 襄（にいじま じょう） 
３９、   勧学             陶  潜（とうせん） 
４０、   垓下の歌           項  籍（こうせき） 
４１、   花朝澱江を下る        藤井竹外（ふじい ちくがい） 
４２、   鏡に照らして白髪を見る    張 九齢（ちょう きゅうれい） 
４３、   寒夜の即事          寂室元光（じゃくしつ げんこう） 
４４、   鸛鵲楼に登る         王 之渙（おう しかん） 
４５、   夏宵             松口月城（まつげつ げつじょう） 
４６、   勧詠詩            太刀掛呂山（たちかけ ろざん） 
４７、   甲斐の客中          荻生徂徠（おぎゅう そらい） 
４８、   夏日悟空上人の院に題するの詩 杜 荀鶴（と じゅんかく） 
４９、   岳精会教場の詩        松口月城（まつぐち げつじょう） 
５０、   己亥の年           曹  松（そう しょう） 
５１、   菊花             白 居易（はく きょい） 
５２、   金州城下の作         乃木希典（のぎ まれすけ） 
５３、   興を遣るの吟         伊達政宗（だて まさむね） 
５４、   京都東山           徳富蘇峰（とくとみ そほう）  
５５、   暁に発す           月田蒙斎（つきた もうさい） 
５６、   金谷園            杜  牧（とぼく） 
５７、   金陵の図           韋  荘（いそう） 
５８、   金縷の衣           杜 秋娘（と しゅうじょう） 
５９、   金州城外の作         谷口廽瀾（たにぐち かいらん） 
６０、   郷に回って偶ま書す      賀 知章（が ちしょう）  
６１、   吟魂碑            腹 精龍（はら せいりゅう） 
６２、   九月十日           菅原道真（すがわらの みちざね） 
６３、   九月十三夜陣中の作      上杉謙信（うえすぎ けんしん） 
６４、   九段の桜           本宮三香（もとみや さんこう） 
６５、   偶感             西郷南洲（さいごう なんしゅう） 
６６、   偶作             武田信玄（たけだ しんげん） 
６７、   偶成             朱  憙（しゅき） 
６８、   偶成             松平春嶽（まつだいら しゅんがく） 
６９、   偶成             木戸孝允（きど たかよし） 
７０、   偶成             藤田東湖（ふじた とうこ） 



７１、   偶成             新島 襄（にいじま じょう） 
７２、   桂林荘雑詠諸生に示す（その一）広瀬淡窓（ひろせ たんそう） 
７３、   桂林荘雑詠諸生に示す（その二）広瀬淡窓（ひろせ たんそう） 
７４、   月夜三叉口に舟を泛ぶ     高野蘭亭（たかの らんてい） 
７５、   元二の安西に使いするを送る  王  維（おうい） 
７６、   剣門の道中にて微雨に遇う   陸  游（りくゆう） 
７７、   訣別             梅田雲浜（うめだ うんぴん） 
７８、   原爆の孤児          太刀掛呂山（たちかけ ろざん） 
７９、   庚寅歳晩雑詩         鈴木豹軒（すずき ひょうけん） 
８０、   江南の春           杜  牧（とぼく） 
８１、   弘道館に梅花を賞す      徳川景山（とくがわ けいざん） 
８２、   江月             亀田鵬斎（かめだ ほうさい） 
８３、   後夜仏法僧鳥を聞く      空  海（くうかい） 
８４、   胡隠君を尋ぬ         高  啓（こうけい） 
８５、   事に感ず           于  濆（うふん） 
８６、   志を言う           藤田東湖（ふじた とうこ） 
８７、   獄中の作           橋本左内（はしもと さない） 
８８、   黄鶴楼にて孟浩然の広陵に之くを送る 李白(りはく） 
８９、   江雪             柳 宗元（りゅう そうげん） 
９０、   獄中の作           高杉晋作（たかすぎ しんさく） 
９１、      獄中の作           武市半平太（たけち はんぺいた） 
９２、   江天の暮雪          釈 龍沢（しゃく りゅうたく） 
９３、   金剛山            山岡鉄舟（やまおか てっしゅう） 
９４、   酒に対す           白 居易（はく きょい） 
９５、   山行             杜  牧（とぼく） 
９６、   山中の月           藪 孤山（やぶ こざん） 
９７、   山行同志に示す        草場佩川（くさば はいせん） 
９８、   山中問答           李  白（りはく） 
９９、   山中幽人と対酌す       李  白（りはく） 
１００、  山間の秋夜          真 山民（しん さんみん） 
１０１、  山中即事           市村瓉次郎（いちむら さんじろう） 
１０２、  山中諸生に示す（その五）   王 守仁（おう しゅじん） 
１０３、  三樹の酒亭に遊ぶ       菊池渓琴（きくち けいきん） 
１０４、  山亭夏日           高  駢（こうべん） 
１０５、  裁樹自嘲           袁  枚（えんばい） 
１０６、   塞翁が馬           松口月城（まつぐち げつじょう） 



１０７、  嵯峨道中           龍 草盧（たつの そうろ） 
１０８、  残月杜月鳥          菊池三渓（きくち さんけい） 
１０９、  坂本龍馬を思う        河野天籟（こうの てんらい） 
１１０、  新年祝いの歌         木村岳風（きむら がくふう） 
１１１、  四海波            本宮三香（もとみや さんこう） 
１１２、  舟中子規を聞く        城野静軒（きの せいけん） 
１１３、  諸生と月を見る        中江藤樹（なかえ とうじゅ） 
１１４、  城山             西 道僊（にし どうせん） 
１１５、  失題             古荘嘉門（ふるしょう かもん） 
１１６、  至善             西  行（さいぎょう） 
１１７、  春夜             蘇  軾（そしょく） 
１１８、  春夜洛城に笛を聞く      李  白（りはく） 
１１９、  小楠公の墓を弔う       杉 聴雨（すぎ ちょうう） 
１２０、  四十七士           大塩平八郎（おおしお へいはちろう） 
１２１、  除夜の作           高  適（こうせき） 
１２２、  書懐             大橋訥庵（おおはし とつあん） 
１２３、  秋風の引           劉 禹錫（りゅう うしゃく） 
１２４、  春暁             孟 浩然（もう こうねん） 
１２５、  辞世             吉田松陰（よしだ しょういん） 
１２６、  自詠             菅原道真（すがわらの みちざね） 
１２７、  慈恩塔に題す         荊  叔（けいしゅく） 
１２８、  松竹梅            松口月城（まつぐち げつじょう） 
１２９、  新築を賀す          松口月城（まつぐち げつじょう） 
１３０、  自訟             杉浦重剛（すぎうら しげたけ） 
１３１、  児に示す           陸  游（りく ゆう） 
１３２、  出塞行            王 昌齢（おう しょうれい） 
１３３、  秋思             許  渾（きょこん） 
１３４、  秋思             劉 禹錫（りゅう うしゃく） 
１３５、  秋浦の歌           李  白（りはく） 
１３６、  鍾山即事           王 安石（おう あんせき） 
１３７、  蜀中九日           王  勃（おうぼつ） 
１３８、  秦淮に泊す          杜  牧（とぼく） 
１３９、  春暁             日柳燕石（くさなぎ えんせき） 
１４０、  出郷の作           佐野竹之助（さの たけのすけ） 
１４１、  春日偶成           夏目漱石（なつめ そうせき） 
１４２、  春簾雨窓           頼 鴨厓（らい おうがい） 



１４３、  新涼書を読む         菊池三渓（きくち さんけい） 
１４４、  新正口号           武田信玄（たけだ しんげん） 
１４５、  従軍行            王 昌齢（おう しょうれい） 
１４６、  春初感を書す         安積艮斎（あさか ごんさい） 
１４７、  春流             北条時頼（ほうじょう ときより） 
１４８、  城東の荘に宴す        崔 敏童（さい びんどう） 
１４９、  銷夏の詩           袁  枚（えんばい） 
１５０、  春行して興を寄す       李  華（りか） 
１５１、  初夏園中即事         菊池三渓（きくち さんけい） 
１５２、  修学             夢窓疎石（むそう そせき） 
１５３、  睡起偶成           王 守仁（おう しゅじん） 
１５４、  雪中梅を見る         寺門静軒（てらかど せいけん） 
１５５、  青山詩            作者不詳 
１５６、  清明             杜  牧（とぼく）       
１５７、  静夜思            李  白（りはく） 
１５８、  絶句             杜  甫（とほ） 
１５９、  泉岳寺            坂井虎山（さかい こざん） 
１６０、  磧中の作           岑  参（しんしん） 
１６１、  折楊柳            楊 巨源（よう きょげん） 
１６２、  桑乾を度る          賈  島（かとう） 
１６３、  蘇台覧古           李  白（りはく） 
１６４、  宗範二十回忌         井村盧江（いむら ろこう） 
１６５、  大楠公            徳川景山（とくがわ けいざん） 
１６６、  宝船             藤野君山（ふじの くんざん） 
１６７、  太平洋上作あり        安達漢城（あだち かんじょう） 
１６８、  平の敦盛           網谷一才（あみたに いっさい） 
１６９、  壇の浦を過ぐ         村上仏山（むらかみ ぶつざん） 
１７０、  高徳桜樹に書するの図に題す  塩谷節山（しおのや せつざん） 
１７１、  立山を望む          国分青厓（こくぶ せいがい） 
１７２、  壇の浦夜泊          木下犀潭（きのした さいたん） 
１７３、  中庸             元田東野（もとだ とうや） 
１７４、  中秋無月母に侍す       頼 山陽（らい さんよう） 
１７５、  長城             汪  遵（おうじゅん） 
１７６、  竹里館            王  維（おうい） 
１７７、  中秋の月           蘇  軾（そしょく） 
１７８、  中秋月を賞す         西郷南洲（さいごう なんしゅう） 



１７９、  長安主人の壁に題す      張  謂（ちょうい） 
１８０、  早に白帝城を発す       李  白（りはく） 
１８１、  追悼の詩           安達漢城（あだち かんじょう） 
１８２、  田園の楽しみ         王  維（おうい） 
１８３、  天門山を望む         李  白（りはく） 
１８４、  常盤孤を抱くの図に題す    梁川星巌（やながわ せいがん） 
１８５、  冬夜書を読む         菅 茶山（かん ちゃざん） 
１８６、  頭山立雲伝を読む       国分青厓（こくぶ せいがい） 
１８７、  独柳             杜  牧（とぼく） 
１８８、  藤樹書院に過る        伊藤東涯（いとう とうがい）    
１８９、  時に憩う           良  寛（りょうかん） 
１９０、  楠公を詠ず          日柳燕石（くさなぎ えんせき） 
１９１、  楠公子に訣るるの図に題す   頼 山陽（らい さにょう） 
１９２、  爾霊山            乃木希典（のぎ まれすけ） 
１９３、  日本刀を詠ず         徳川光圀（とくがわ みつくに） 
１９４、  乃木将軍を挽す        杉浦重剛（すぎうら しげたけ） 
１９５、  農を憫む           李  紳（りしん） 
１９６、  野の仏            武田静山（たけだ せいざん） 
１９７、  春を探る           戴  益（たいえき） 
１９８、  花に対して旧を懐う      釈 義堂（しゃく ぎどう） 
１９９、  半夜             良  寛（りょうかん） 
２００、  八幡公            頼 山陽（らい さんよう） 
２０１、  母を奉じて嵐山に遊ぶ     頼 山陽（らい さんよう） 
２０２、  母を奉じて芳野に遊ぶ     頼 山陽（らい さんよう） 
２０３、  白楽天の江州司馬に左降せらるるを聞く 元稹（げんしん） 
２０４、  箱根の嶺を過ぐ        頼 鴨厓（らい おうがい） 
２０５、  馬上偶成           高杉晋作（たかすぎ しんさく） 
２０６、  花を惜しむ          福沢諭吉（ふくざわ ゆきち） 
２０７、  貧交行            杜  甫（とほ） 
２０８、  平泉懐古           大槻磐渓（おおつき ばんけい） 
２０９、  百忍の詩           中江藤樹（なかえ とうじゅ） 
２１０、  不識庵機山を撃つの図に題す  頼 山陽（らい さんよう） 
２１１、  富嶽             乃木希典（のぎ まれすけ） 
２１２、  芙蓉楼にて辛漸を送る     王 昌齢（おう しょうれい） 
２１３、  富士山            石川丈山（いしかわ じょうざん） 
２１４、  楓橋夜泊           張  継（ちょうけい） 



２１５、  舟由良港に到る        吉村寅太郎（よしむら とらたろう） 
２１６、  舟大垣を発し桑名に赴く    頼 山陽（らい さんよう） 
２１７、  武野の晴月          林 羅山（はやし らざん） 
２１８、  重ねて楓橋に宿す       張  継（ちょうけい） 
２１９、  別詩             范  雲（はんうん） 
２２０、  辺詩             張 敬忠（ちょう けいちゅう） 
２２１、  法庫門営中の作        乃木希典（のぎ まれすけ） 
２２２、  豊公の旧宅に寄題す      荻生徂徠（おぎゅう そらい） 
２２３、  亡友月照十七回忌辰の作    西郷南洲（さいごう なんしゅう） 
２２４、  望湖楼酔書          蘇  軾（そしょく） 
２２５、  邙山             沈 佺期（しん せんき） 
２２６、  子規を聞く          正岡子規（まさおか しき） 
２２７、  将に東遊せんとして壁に題す  釈 月性（しゃく げっしょう） 
２２８、  漫述             佐久間象山（さくま ぞうざん） 
２２９、  松島             岩渓裳川（いわたに しょうせん） 
２３０、  松島             釈 南山（しゃく なんざん） 
２３１、  無題             方巌和尚（ほうがん おしょう） 
２３２、  武蔵野を讃う         土屋忠司（つちや ただし） 
２３３、  名槍日本号          松口月城（まつぐち げつじょう） 
２３４、  夜坐             藤田東湖（ふじた とうこ） 
２３５、  山の夜            嵯峨天皇（さが てんのう） 
２３６、  山              王 安石（おう あんせき） 
２３７、  遊欧雑詠           井上萬寿蔵（いのうえ ますぞう） 
２３８、  余生             良  寛（りょうかん） 
２３９、  芳野懐古           藤井竹外（ふじい ちくがい） 
２４０、  芳野             河野鉄兜（こうの てつとう） 
２４１、  芳野懐古           梁川星巌（やながわ せいがん） 
２４２、  芳野に遊ぶ          頼 杏坪（らい きょうへい） 
２４３、  夜墨水を下る         服部南郭（はっとり なんかく） 
２４４、  夜受降城に登って笛を聞く   李  益（りえき） 
２４５、  芳野に遊ぶ          菅 茶山（かんちゃざん） 
２４６、  涼州詩            王  翰（おうかん） 
２４７、  涼州詩            王 之渙（おう しかん） 
２４８、  両英雄            徳富蘇峰（とくとみ そほう） 
２４９、  廬山の瀑布を望む       李  白（りはく） 
２５０、    鹿柴             王  維（おうい） 



短歌        
２５２、  山部の赤人           田子の浦ゆ 
２５３、  石川啄木            やわらかに 
２５４、  若山牧水            幾山河 
２５５、  明治天皇御製          嵐吹く 
                      あさみどり 
２５６、                  さしのぼる 
                      よもの海 
２５７、                  冬ふかき 
     本居宣長             敷島の   
２５７、 平野國臣             わが胸の   
     若山牧水             白鳥は  
２５８、                  白玉の 
     源の実朝             箱根路を 
２５９、                                    武士の 
     吉田松陰             身はたとい 
２６１、                  親思う 
     坂本龍馬             世の中の 
２６２、 石川啄木             東海の          
                      ふるさとの 
２６３、 良  寛             子供らと 
                      風はすずし 
２６４、 斎藤茂吉             死に近き 
     斎藤弔花             山里は    
２６５、 今井邦子             真木深き 
     金田一京助            道の辺に 
２６６、                  岩手山             
     新渡戸稲造            見る人の 
２６７、 佐久間象山            時にあわば 
     岡本かの子            多摩川の 
２６８、 木村岳風             わが墓は 
     佐々木信綱            春ここに 
２６９、 山岡鉄舟             晴れてよし 
     与謝野晶子            やわ肌の 
２７０、 行  基             ほろほろと 
     暁烏 敏             十億の 



２７１、 横山岳精             勝ちし人も 
                      追分の 
 
俳句 
２７４、 芭  蕉             夏草や 
２７５、                  古池や 
２７６、                  枯枝に 
                      閑かさや 
                      菊の香や 
                      此の道や 
                      荒海や 
２７７、 良  寛             たくほどは 
     鳴  雪             元旦や 
     一  茶             われときて 
                      やせ蛙 
     子  規             柿くえば 
２７８、 蕪  村             菜の花や 
                      春の海 
     素  堂             目に青葉  
     其  角             名月や 
     草田男              降る雪や 
２７９、 虚  子             山里の 
     千代女              朝顔に 
                      とんぼつり 
     嵐  雪             梅一輪 
     岳  精             春ここに 
 
今様                    
２８２、酒はのめのめのむならば 
                      
酒は呑むとも呑まるるな 
 
人生僅か五十年 
 
２８３、峰の嵐か松風か 
 



浮世の陰のしのぶ草 
 
君が晴着の御姿に 
 
２８４、今日のよき日のめでたさに 
 
蓬莱山には千とせ経る 
 
花よりあくるみ吉野の 
 
２８５、春の弥生のあけぼのに 
 
柳桜をこきまぜて 
 
筑紫の野辺に秋たけて 
 
２８６、鎌倉山の春の宵 
 
身をやく思い静や静 
 
衣の袖はかろけれど 
 
２８７、緑したたる涼風に 
 
雨もろともに大軍の 
 
無情の風に身をまかせ 
 
以上 
 
 
 
 
 
 
     


